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茶 [北投文物館 ]

廊下から熱心に写真撮影をされる観光の方も多くいらっしゃる

なか、続き薄茶 2席 、薄茶1席 計 113名 のお客様にお越し

いただきました。多くのサポートもして頂いた台湾の淡交会

会員の皆さま。慣れない正座のなか、濃茶を珍しそうに召し

上がってくださった台湾人の方々。通訳の方を通じての話に

熱心に耳を傾け、時には通訳の方がお困りの時に訳して

くださる方も。「ここでお茶を頂けるとは」と喜んでくださった

台湾在住の日本人の方々。水屋では言葉の壁を越えて準備

をし、ともにお運びにでて会員同士での交流もできましたこ

大事に運んできた北陸信越の作家の方々のお道具にも皆さま

興味津々でたくさんの笑顔があふれ、茶道への関心の高さが

感じられたお席となりました。
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和菓子の

デ モ ンス トレ
ー
ション

お客様に茶席で召し上がって

いただく主菓子「寿割を、お客様の

目の前で実演させていた}激した。
また実演横のスペースで、6月の

茶席の菓子を、菓銘とその意味を

説明した文章もあわせて15個展

示させていただきました。台湾の

人は金粉が大好きらしく、金の

入ったお菓子が大人気でしたし

一緒に主菓子「寿ぎ」を作ったお子様

がきんとんより金粉をたくさん

のせようとする姿に皆大笑いでした。

茶道体験と

展 示 コ ー ナ ー

茶道や、私たち「淡交会

青年部北陸信越ブロックの

会員」がどんなところから

やって来て、普段はどのよう

な活動をしているかを伝え

たいという思いから、また

台湾の方々との茶道を通じ

ての交流を目的として、興味

をお てくださった方が気軽に

立ち寄っていただけるような、

茶道体験と展示のコーナー

を設けました。
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台湾の茶芸体験
お茶を通じた交流ということで、

台湾茶芸の体験をさせていた

だきました。

中国茶道「一以庵」の本藤先生

はじめ台湾の先生方には、趣向

を変えた3種のお茶と台湾なら

ではのお菓子をご用意いただき

ました。

それぞれのお席の設えも涼しげ

で、おいしいお茶を味わうと共に、

日にも楽しい体験となりました。

また伝統音楽を学ぶ学生さん

の演奏もすばらしいものでした。



[事業目的 ]

当ブ
｀
ロックは、1968年 (昭和43年 )7月 に

北信越ブロック協議会が結成さね、2018年

に50周年を迎えます。また1968年に協議会

発足と共に第 1回北陸信越ブロック研修会

(現ブロック会員大会)を開催し、2017年には

50回を迎えます。この記念行事を一年通じて

行うために、2017年度、本事業を開催いたし

ました。

また北陸信越ブロックでは国内の他ブロック間

交流を盛んに行つています。さらに国境を越え、

お茶を通じて文化交流をはかり、改めて茶の湯

の良さを知る機会を目的とし、開催いたし

ました。

[日程 ]
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・富山空港発

・桃園国際空港着

・台北市内ヘ

。龍山寺 (参拝)

。日勝生力]賀屋 (Check in)

・夕食・懇親会

||    ・ホテル発

24日 (土)°北投文物館着
・北投文物館 お茶会

。昼食

北投麗繕温泉酒店 (雅翠庭)

。北投文物館 茶芸体験

。台北市内ヘ

。リージェントホテリレ(Check in)

。夕食・懇親会

25nrel
。ホテル発

・故富博物院

(ガイド案内45分。自由見学45分 )

。昼食 鼎泰豊 (101店十自由行動)
。台北協会訪間

。総統府 (車窓 )

。中正紀念堂 (衛兵交代見学 )

。十分 (天燈上げ)

。九分 (自由散策)

。夕食。懇親会

・シティスイーツ棚

`園

ゲートウェイ

ホテル着 (Check ln)

| '   ・ホテル発

26日 (月 )°桃園国際空港発
・富山空港着
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台北協会訪問「 好 古 庵 」 ～台湾に息づ く茶撻 aて ～

裏千家鵬雲斎人宗匠より「好古庵」の

名を贈られている台北協会の茶室は、

台北の街の中心部一等地にある

ビル内の高層階にあり、障子を外す

と壁面いっぱいの大きな窓から市街

を一望できます。同階には露地、水屋、

立ネL席までも備えた本格的な茶室で、

私たちはこの茶室を見学させていた

だき、さらにお茶も御馳走になりま

した。限られた時間でしたが、お茶を

いただいている間は時間を忘オ、ゆっくり

と一服することができました。改めて、

茶室でお茶をいただくという特別な

空間に、大きな力を感じました。台北

協会の方々には時間の無い中、多大な

'と

配ヽりをしていただき、とてもありが

たく思うとともに、私たちも見習って

いきたいと思いました。



古吊紗づくり
古畠紗は、参加者の記念品とされ、

台湾でのお茶席でお目見えしました。

国際え流事業 m台 湾 記念古吊,

懐紙づくり
お茶会にお越しいただいた皆さま

へ の記念にとオリジナルの懐紙を

製作 いたしました。どちらの国にも

なじみがあり、日台の友好を感じさせ

るようなものにしたいという思いから、

台湾の国花 :梅、国鳥 :ヤ マムスメ、

日本の桜 、鳥 は北 陸信 越 を代 表

する雷鳥をモチーフといたしました。
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日
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デザイン:長野県青年部 宮島陽子

製  作 :株式会社辻商店 (辻徳)

l

■国際交流事業 in台湾 組織
団 長   プロック長 吉田美々  (石 りII)

副団長   幹事長 安ヵり‖英吏子 (高 岡)
若林 智美 魚 津 ) 前田 睦子  (高 岡)

救  護
上野 深雪 福  井 水島 亜弥子  (高 岡)

副プロック長  小橋 散徳 (佐 渡 ) 赤坂 祐二 新  渇 石田 由静己  (石 川)
緊急連絡担当

(国内)
副ブロック長  宮崎 匠
副ブロック長  小野谷 佳岡1(福 井)

茶 会 直前ブロック長 ′Jヽ泉 昇 (高  岡 )

副ブロック長  山中 玲 (長野県)

酒井 香織 新  漏 織田 聡  (石 り1)

山子 文孝 新  潟 河方 亜紗美  (石 り1)

排澤 邦子 長野県 | 河崎 麻代  (石 りI)

デモンストレーション・

点前体験,展示ブース

員門 智子 魚 津 ) 木野 芳美  (石 り1)
団  員

行松 宏展  (石川南)

副幹事長 菊地 信江  (長野県)

事務局・会計  副幹事長 岩谷 樹  (石りll南 )
会  計 河井 利浩  (石 りll)

広  報 若林 智美  (魚 津)

広 報 廣田 貴子  (長野県)

松井 美紀  (富 山)

監 事 清水 千代  (富 山) 瀬戸 亮子  (石 りI)
団  員

近尾 宜子  (富  山) 堤 夕美香  (石 り|)
布瀬 志都世  (富 山) 林  寛子  (石 り1)
荒井 公浩  (高 岡) 藤井 梢  (石 りI)
在田 吉宏  (高 岡) 藤りll千恵  (石 りI)

橋本 美紀  (高 岡) 岩谷 華織  (石川南)

藤田 知里  (高 岡) 坪田 三和   (福 井)

■/協力    賀 尾    ネあ蒸 行業  一 玖 えi f“B ■主催/茶道裏千家淡交会青年部北陸信越ブロック

北陸信越ブロックホ…ムペ…ジ

www.hokurikushinetsu‐ seinenbu.org

こちらから台湾事業の画像をご覧いただけます。

発行・編集/茶道裏千家淡交会青年部北陸信越フ回ック

編集担当/北陸信越フロック幹事長 安力|‖ 英吏子
発    イ予//2017年 11月備




